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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素用の第１色値を前記画素用の第１色値および第２色値に変換するための方法であっ
て、
　複数の画素用に印刷される各第１色の色値をメモリから前記メモリに動作可能に接続さ
れたプリントエンジンで受信するステップと、
　各画素用の第１色の総量を閾値と比較しかつ前記第１色の総量が前記閾値以上の各画素
のための第３色の量及び第４色の量を識別することによって、組み合わされた色が各画素
用に印刷されるか否かを各画素用の前記第１色の色値から判断するステップと、
　前記閾値より小さい第１色の前記総量を有する前記画素用の各第１色用に前記メモリか
ら受信された前記色値に関連して、前記閾値より小さい第１色の総量を有する前記画素用
の黒色に基づいて黒ではない色の量を前記プリントエンジンで識別するステップと、
　前記閾値より小さい第１色の前記総量を有する前記画素に関連付けられた第２色のため
の黒ではない色の総量を前記プリントエンジンで識別するステップであって、第２色のた
めの黒ではない色の前記総量の前記識別は、黒色に基づいた黒ではない色の前記量、およ
び、前記閾値より小さい第１色の前記総量を有する前記画素用の各第１色用に受信された
前記色値に関連してなされる、前記識別するステップと、
　第１色の前記総量が前記閾値より小さい前記画素に関連付けられた第２色のための黒色
ではない色の前記総量に関連して第１色の前記総量が前記閾値より小さい前記画素用に印
刷される色を前記プリントエンジンで割り当てて、前記割り当てられた色で第１色の前記
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総量が前記閾値より小さい前記画素を印刷するようにインクジェットイジェクタを動作さ
せるための制御信号を生成することができるようにする、前記割り当てのステップと、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記閾値は、単一の第１色のデータ空間の最大値の３倍である、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記閾値より小さい第１色の前記総量を有する前記画素用の第１色の総量を第２閾値と
比較するステップと、
　前記閾値より小さい第１色の前記総量を有する前記画素用の第１色の前記総量が前記第
２閾値以上の場合に応じて、黒色に基づいた黒ではない色の前記量、および、前記閾値よ
り小さい第１色の前記総量を有する前記画素用の第２色のための黒ではない色の前記総量
を識別するステップと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２閾値は、単一の第１色のデータ空間の最大値である、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　画素用の第１色値を前記画素用の第１色値および第２色値に変換するための方法であっ
て、
　複数の画素用に印刷される各第１色の色値をメモリから前記メモリに動作可能に接続さ
れたプリントエンジンで受信するステップと、
　各画素用の第１色の総量を閾値と比較しかつ黒色に基づいた黒ではない色の前記量と
前記閾値より小さい第１色の前記総量を有する前記画素用の第２色のための黒ではない色
の前記総量とを識別することによって、組み合わされた色が各画素用に印刷されるか否か
を各画素用の前記第１色の前記色値から判断するステップと、
　前記閾値より小さい第１色の前記総量を有する前記画素用の各第１色用に前記メモリか
ら受信された前記色値に関連して、前記閾値より小さい第１色の総量を有する前記画素用
の黒色に基づいて黒ではない色の量を前記プリントエンジンで識別するステップと、
　前記閾値より小さい第１色の前記総量を有する前記画素に関連付けられた第２色のため
の黒ではない色の総量を前記プリントエンジンで識別するステップであって、第２色のた
めの黒ではない色の前記総量の前記識別は、黒色に基づいた黒ではない色の前記量、およ
び、前記閾値より小さい第１色の前記総量を有する前記画素用の各第１色用に受信された
前記色値に関連してなされる、前記識別するステップと、
　第１色の前記総量が前記閾値より小さい前記画素に関連付けられた第２色のための黒色
ではない色の前記総量に関連して第１色の前記総量が前記閾値より小さい前記画素用に印
刷される色を前記プリントエンジンで割り当てて、前記割り当てられた色で第１色の前記
総量が前記閾値より小さい前記画素を印刷するようにインクジェットイジェクタを動作さ
せるための制御信号を生成することができるようにする、前記割り当てのステップと、
　を含む方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、概して、インクジェットプリンタにおける演色に関し、より詳細には、この
ようなプリンタにおける演色に用いられる色値に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ベクトルハーフトーン方法は、通常、インクジェットプリンタにおいて画像を印刷する
ための色分解をレンダリングするために用いられる。このような方法では、単一の確率的
スクリーンを用いて、全ての色をレンダリングする。各画素用に、第１色の入力色値を用
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いて、１つの画素用の第１色および第２色を計算する。次に、これらの色を、何らかの所
定の順番によって加え、それぞれを加えた後で、合計を閾値と比較する。上記合計が１つ
の画素用の閾値より大きい場合、上記画素をその色に割り当てる。
【０００３】
　第１色入力を１つの画素用の第１色値、第２色値、第３色値、第４色値に変換すること
は、様々な方法でなされてもよい。あるプロセスでは、上記変換は、黒に基づいて色を除
去し、１つの画素用の第２色、赤、緑、および、青のうちの１つに第２色出力を制限する
ことによって、インクを最小化するように行われる。本明細書においては、文字Ｒ、Ｇ、
Ｂが、第２色である赤、緑、青をそれぞれ意味するために用いられる。他のプロセスは、
上記の手法を用い、画像の光学密度を高めるために黒に基づいて配置される色を加えても
よい。もう１つの方法は、任意の第３色を除去するために必要とされている色のみを除去
し、次に、第２色は、最小量の青が必要となるように分配され、第３色に割り当てられず
に第２色である緑が必要とされる第２色の残量によって赤以上に最大化されることを補償
する。
【０００４】
　ベクトルハーフトーン方法は、インク滴配置エラーの影響を受けてしまう。インク滴配
置エラーは、インクジェットが印字ヘッドの面に対して垂直にインク滴を排出しないゆえ
に生じる。これらの角度のずれたインク滴は、着地すると予想される位置ではない位置に
着地する。印字ヘッドによっては、受像部材の幅に対する角度で方向を合わせられるもの
もある。この角度は、技術的に印字ヘッドロールとして知られている場合もあり、印字ヘ
ッドロールは、インク滴配置エラーの一因となる可能性もある。従って、プリンタによっ
て印刷される画像に対するインク滴配置の影響を低減することは、インクジェット印刷シ
ステムにおける有益な目標である。
【発明の概要】
【０００５】
　インク滴配置エラーに対してより頑強性のあるハーフトーン画像を生成するために、入
力色値を、演色方法を可能にする色値に変換する新たな方法が、開発された。上記方法は
、１つの画素用に印刷される各第１色の色値をメモリから受信することと、上記画素用の
各第１色用に受信された上記色値に関連して、上記画素用の黒色に基づいて黒ではない色
の量を識別することと、上記画素に用いられる第２色の黒ではない色の総量を識別するこ
とを含む。上記第２色の黒ではない色の上記総量の上記識別は、上記画素用の黒色に基づ
いた黒ではない色の上記量、および、上記画素用の各第１色用に受信された上記色値、に
関連してなされる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】プリンタにおける演色に用いられる画素用の色値を変換するためのプロセスのブ
ロック図である。
【図２】媒体がシステムの印字ヘッドを通過するとき、上記媒体の連続ウェブにインクを
排出する、改善されたインクジェット画像処理システムの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　図２を参照しながら、インクジェット画像処理システム５を示す。本開示のために、こ
の画像処理装置は、１つまたは複数のインクジェット印字ヘッドとその固体インク供給部
とを用いたインクジェットプリンタの形式をしている。以下に詳述する制御装置は、画像
の画素用の色値を処理するために以下に記載するプロセスを実施するように構成されてい
てもよい。本明細書に記載した画像データおよび上記方法は、媒体または複数の媒体に対
して１つまたは複数の着色剤を排出するためのインクジェットを使用する様々な他の画像
処理装置のうちのどれにでも適用可能である。
【０００８】
　画像処理装置５は、インクジェット排出器用の制御信号を発生させる前に画像データを
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処理する、印刷エンジンを含む。上記印刷エンジンによって行われるカラー画像データを
処理する１つの方法については、以下に詳述する。印刷エンジンは、制御装置５０におけ
るプロセッサおよびメモリのうちの１つまたは複数によって実施されてもよく、あるいは
、上記印刷エンジンは、システム５外のコンピュータによって実施されてもよい。着色剤
は、インクであってもよいし、あるいは、１つまたは複数の染料または顔料を含み、選択
された媒体に適用される、任意の適切な物質であってもよい。上記着色剤は、黒であって
もよいし、あるいは、任意の他の所望の色であってもよく、所定の画像処理装置は、媒体
に対して複数の異なる着色剤を適用できるものであってもよい。上記媒体は、普通紙、コ
ート紙、光沢紙、または、透明シートなどを含む様々な基板のうちのいずれかを含んでい
てもよく、シート、ロール、または、他の物理フォーマットにおいて利用できてもよい。
【０００９】
　シートに直送する連続媒体相変化インクジェット画像処理システム５は、媒体供給操作
システムを含み、上記操作システムは、例えばウェブローラ８に取り付けられたひと巻き
の媒体１０などの媒体源から、「基板」（紙、プラスチック、または、他の印刷可能な材
料）の媒体Ｗの長い（すなわち、ほぼ連続的な）ウェブを供給するように構成されている
。片面印刷に関して、プリンタは、給紙ローラ８、媒体調整器１６、印刷部２０、印刷ウ
ェブ調整器８０、被覆部９５、および、巻き戻しユニット９０からなる。両面印刷につい
ては、巻き戻しユニット９０によって取り上げられる前に、印刷部２０、印刷ウェブ調整
器８０、および、被覆部９５に対して媒体の第２側面を示すためにウェブを反転させる、
ウェブインバータ８４が用いられる。上記片面印刷については、媒体源１０の幅は、媒体
がプリンタを介して移動するローラの幅にほぼ相当する。両面印刷では、上記媒体源の幅
は、ローラ幅のほぼ半分であり、ウェブが印刷部２０、印刷ウェブ調整器８０、および、
被覆部９５において上記ローラの半分を移動した後、上記ウェブが、インバータ８４によ
って反転し、必要ならば上記ウェブの裏面を印刷、調整、および被覆するための印刷部２
０、印刷ウェブ調整器８０、および、被覆部９５の反対側の上記ローラの残りの半分を移
動できる距離だけ横方向に配置される。巻き戻しユニット９０は、プリンタから除去する
ためのローラにウェブを巻き、続いて処理するように構成されている。
【００１０】
　上記媒体は、必要とされ、１つまたは複数のローラを回転させる様々なモータ（図示せ
ず）によって促されるとき、源１０から解けていてもよい。上記媒体調整器は、ローラ１
２および予熱器１８を含む。ローラ１２は、媒体がプリンタを介して経路に沿って移動す
るとき、解けている媒体の張力を制御する。他の実施形態では、媒体は、カットシートの
形状で経路に沿って運搬されてもよい。上記形状において、媒体供給操作システムが画像
処理装置を介して所望の経路に沿ってカット媒体シートを運搬できる任意の適切な装置ま
たは構造を含んでいてもよい。予熱器１８は、ウェブを、用いられるインクのタイプ、色
、および、数、また、印刷される媒体のタイプに応じた、所望の画像特性のために選択さ
れた初期の所定の温度にする。予熱器１８は、媒体を実用的な一実施形態では約３０℃か
ら約７０℃の範囲の目標予熱温度にするために、接触熱、放射熱、伝導熱、または、対流
熱を用いてもよい。
【００１１】
　上記媒体は、一続きの色ユニット２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ、２１Ｄを含む印刷部２０を
介して運搬され、各色ユニットは、媒体の幅にわたって効果的に伸び、動いている媒体に
直接（すなわち、中間部材またはオフセット部材を用いずに）インクを配置することがで
きるものである。概してよく知られているように、印字ヘッドのそれぞれは、単一の色イ
ンクを排出してもよく、上記単一の色インクとは、色刷りに通常用いられる色、すなわち
、シアン、マゼンタ、イエロー、および、黒（ＣＭＹＫ）のそれぞれに対して１つのこと
である。プリンタの制御装置５０は、印字ヘッドを通過するときにウェブの線形速度およ
び位置を計算するために、４つの色ユニットの反対側の経路の一部分の両側に位置付けら
れたローラに近接して取り付けられた符号器から、速度データを受信する。制御装置５０
は、これらのデータを用いて、印字ヘッドのインクジェット排出器を作動させるためのタ
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イミング信号を発生させる。上記排出器は、媒体に４つの第１カラー画像を形成するため
に、異なる色のついたパターンを位置合わせするための信頼できる精度で４つの色を排出
できるものである。発射信号によって作動する上記インクジェット排出器は、制御装置５
０によって処理される画像データに対応する。上記画像データは、プリンタに送信されて
もよく、上記データは、プリンタの部品であるスキャナ（図示せず）によって発生するか
、あるいは、他の方法で発生してプリンタに搬送される。様々な可能な実施形態では、各
第１色用の色ユニットは、１つまたは複数の印字ヘッドを含んでいてもよく、色ユニット
の複数の印字ヘッドは、単一の行、または、複数の行配列に形成されていてもよく、ある
いは、複数の行配列の複数の印字ヘッドは互い違いに配置されてもよく、あるいは、１つ
の印字ヘッドは、１つより多くの色を印刷してもよく、あるいは、色ユニットの複数の印
字ヘッドまたは一部分は、例えばスポットカラーの使用などのためにプロセス方向Ｐに対
して横向きの方向に移動できるように取り付けられていてもよい。
【００１２】
　色ユニット２１Ａ‐２１Ｄのそれぞれは、少なくとも１つの作動装置を含み、上記作動
装置は、媒体ウェブにわたってプロセスを横断する方向に印字ヘッドモジュールのそれぞ
れにおいて、印字ヘッドを調整するように構成されている。典型的な一実施形態では、各
モータは、例えばステッパモータまたは同様のものといった電気機械装置である。実用的
な一実施形態では、印刷バー作動装置は、２つ以上の印字ヘッドを含む印刷バーに接続さ
れている。上記印刷バー作動装置は、媒体ウェブのプロセスを横断する軸に沿って印刷バ
ーを滑らせることによって、印刷バーの位置を変えるように構成されている。印字ヘッド
作動装置はまた、各色ユニット２１Ａ‐２１Ｄ内の個々の印字ヘッドに接続されていても
よい。これらの印字ヘッド作動装置は、媒体ウェブのプロセスを横断する軸に沿って印字
ヘッドを滑らせることによって、個々の印字ヘッドの位置を変えるように構成されている
。この特定の実施形態では、印字ヘッド作動装置は、プロセスを横断する方向に印字ヘッ
ドを物理的に移動する装置である。他の実施形態では、作動装置システムが用いられても
よく、上記システムは、印字ヘッドを物理的に移動しないが、ヘッド位置を変えるために
各ヘッドにおいて画像データの出力先を様々な排出器に変更する。しかし、このような作
動装置システムは、少なくともプロセスを横断する方向の排出器間の間隔ごとに、印字ヘ
ッドの位置を変えることのみができる。本明細書において用いられる「印字ヘッドの位置
を変える」ということは、印字ヘッドの物理的な移動の他、プロセスを横断する方向の排
出器ごとに印字ヘッドによって印刷された画像の位置を変えるために、印字ヘッドにおい
て画像データの出力先を様々な排出器に変更することを含んでいる。
【００１３】
　上記プリンタは相変化インクを用いてもよく、上記「相変化インク」とは、インクが室
温でほぼ固形化しており、画像処理受像面に噴射するための相変化インクの融解温度に加
熱されるとほぼ液化する、ということを意味する。上記相変化インクの融解温度は、固体
相変化インクを液状または融解された状態に融解できる任意の温度であってもよい。一実
施形態では、上記相変化インクの融解温度は、ほぼ７０℃から１４０℃である。他の実施
形態では、画像処理装置に用いられるインクは、ＵＶ硬化性ゲルインクを含んでいてもよ
い。ゲルインクはまた、印字ヘッドのインクジェット排出器によって排出される前に、加
熱されていてもよい。本明細書において用いられる液体インクは、溶けた固体インク、加
熱されたゲルインク、または、水性インク、インクエマルジョン、インク懸濁液、インク
溶液、または同様のものといった他の知られている形状のインクのことである。
【００１４】
　各色ユニットに用いられるのは、通常バーまたはロールの形状をした支持部材２４Ａ‐
２４Ｄであり、上記支持部材は、媒体の裏面に位置する色ユニットのほぼ反対側に配置さ
れている。各支持部材は、その反対側にある印字ヘッドから所定の距離に媒体を位置付け
るために用いられる。各支持部材は、実用的な一実施形態では約４０℃から約６０℃の範
囲の所定の温度まで媒体を加熱するために、熱エネルギーを放射するように構成されてい
てもよい。様々な支持部材が、個々にまたは集合的に制御されていてもよい。予熱器１８
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、印字ヘッド、支持部材２４（加熱された場合）、および、周囲空気は組み合わされて、
所定の温度範囲である約４０℃から７０℃で、印刷部２０の反対側にある経路の一部に沿
って媒体を維持する。
【００１５】
　部分的に像が描かれた上記媒体が、色ユニットの印字ヘッドから様々な色インクを受け
取るために移動すると、媒体の温度は所定の範囲内に維持される。インクが、受け取る媒
体の温度よりも著しく高い温度で印字ヘッドから排出される。結果として、インクは媒体
を加熱する。従って、媒体の温度を所定の範囲内に維持するために、他の温度調整装置が
用いられてもよい。例えば、媒体の前後の空気温度および空気流量は、媒体の温度に影響
を与えてしまう。従って、媒体の温度を制御しやすくするために、送風機または扇風機が
用いられてもよい。それゆえに、色ユニットの印字ヘッドから全てのインクを噴射する間
、媒体の温度はほぼ一定を保つ。媒体の温度を調整できるようにするために、温度センサ
（図示せず）が媒体経路のこの部分に沿って位置付けられていてもよい。これらの温度デ
ータはまた、印字ヘッドからの所定の第１色のインクが所定の時間でどのくらい媒体に供
給されるかということを（例えば画像データから）測定または推測するためのシステムに
よって用いられてもよい。
【００１６】
　媒体経路に沿った印刷域２０に続いて、１つまたは複数の「中間加熱器」３０がある。
中間加熱器３０は、媒体の温度を制御するために、接触熱、放射熱、伝導熱、および／ま
たは、対流熱を用いてもよい。中間加熱器３０は、媒体上のインクが拡散器４０を介して
送られるとき、媒体上に配置されたインクを所望の特性に適した温度にする。一実施形態
では、中間加熱器の目標温度の有益な範囲は、約３５℃から約８０℃である。中間加熱器
３０は、インクの温度と基板の温度とを互いに約１５℃以内に均一にするという効果を有
している。インク温度が低ければ線広がりが少なくなり、他方、インク温度が高ければ、
透けて見える（印刷の他方の面から画像が見える）。中間加熱器３０は、基板温度および
インク温度を、拡散器の温度よりも１０℃から２０℃高くなるように調整する。
【００１７】
　中間加熱器３０に続いて、固定アセンブリ４０が、画像を媒体に固定するために、媒体
に熱および／または圧力を加えるように構成されている。上記固定アセンブリは、加熱さ
れたまたは加熱されていない圧力ローラ、放射加熱器、加熱ランプなどを含む、媒体に画
像を固定するための任意の適切なデバイス、または、装置を含んでいてもよい。図２の実
施形態では、上記固定アセンブリは、所定の圧力、および、ある形態では熱を媒体に加え
る「拡散器」４０を含む。拡散器４０の機能は、基本的に、ウェブＷ上にインクの液滴、
一連のインクの液滴、または、インクの線、を取り込み、それらを圧力によって、いくつ
かのシステムでは熱によって、塗り広げ、これによって、隣接している滴同士の空間が充
填され、画像が均一に固形化される。インクの拡散に加えて、拡散器４０は、インク層の
凝集力を上げ、および／または、インクとウェブとの接着力を上げることによって、画像
の耐久性を改善してもよい。拡散器４０は、熱および圧力を媒体に加えるための画像側面
ローラ４２および圧力ローラ４４といったローラを含む。どちらか一方のローラが、ウェ
ブＷを約３５℃から約８０℃の範囲の温度にするために、発熱体４６といった発熱抵抗体
を含有できる。他の実施形態では、上記固定アセンブリは、印刷域後に媒体の（圧力を用
いない）非接触加熱を用いてインクを拡散するように構成されていてもよい。このような
非接触固定アセンブリは、放射加熱器、ＵＶ加熱ランプなどといった、媒体を所望の温度
に加熱するための任意の適切なタイプの加熱器を用いてもよい。
【００１８】
　実用的な一実施形態では、拡散器４０におけるローラの温度は、５５℃といったインク
の特性に応じた最適の温度で維持され、概して、ローラの温度が低ければ線広がりが少な
くなり、他方、温度がより高ければ光沢に欠陥が生じる。ローラの温度が高すぎると、イ
ンクがローラに相殺されてしまう。実用的な一実施形態では、ニップの圧力が、約５００
ｐｓｉから約２０００ｐｓｉの範囲に設定される。ニップの圧力が低ければ線広がりが少
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なくなり、他方、圧力がより高ければ、圧力ローラの寿命が短くなる。
【００１９】
　拡散器４０はまた、画像側面ローラ４２に用いられる洗浄部／潤滑部４８を含んでいて
もよい。上記部４８は、ある離型剤または他の材料からなる層を清潔にし、および／また
は、上記層をローラの表面に塗布する。上記離型剤材料は、粘度が約１０‐２００センチ
ポアズであるアミノシリコン油であってもよい。ほんの少量の油が必要であり、媒体によ
って運搬された油は、Ａ４サイズのページにつき、たったの約１‐１０ｍｇである。１つ
の可能な実施形態では、中間加熱器３０と拡散器４０とを、単一のユニットに組み合わせ
てもよい。上記加熱器および拡散器のそれぞれの機能は、媒体の同じ部分に対して同時に
生じる。もう１つの実施形態では、媒体は、印刷されている間、高温で維持され、インク
の拡散を可能にする。
【００２０】
　被覆部９５は、印刷された媒体にクリアインクを塗布する。このクリアインクを用いて
、上記印刷された媒体を、プリンタからの除去に続いて、汚れまたは他の環境悪化から保
護する。クリアインクのオーバーレイは、インクの犠牲層として機能し、上記犠牲層は、
底面の画像の外観に影響を及ぼすことなく処理される間に汚れてもよく、および／または
、相殺されてもよい。被覆部９５は、ローラ、または、クリアインクを１つのパターンに
排出する印字ヘッド９８のいずれかでクリアインクを塗布してもよい。本開示のクリアイ
ンクは、機能上、インクが全ての着色剤を有していないのかどうかに関わらず、最終的に
印刷された色に最小限の影響しか与えないほぼクリアなオーバーレイインクまたはニスと
して規定される。一実施形態では、被覆インク用であるクリアインクは、着色剤を用いな
い相変化インク製剤を含む。あるいは、クリアインクによる被覆は、ポリエチレンワック
スまたはポリワックスといった、典型的な固体インク部品の縮小した一組または単一の固
体インク部品を用いてなされていてもよい。本明細書において用いられるポリワックスは
、比較的少ない分子量直鎖ポリエチレンワックスまたは、ポリメチレンワックスの一群で
ある。色のついた相変化インクと同様に、クリア相変化インクは、室温においてほぼ固体
であり、初めに媒体に噴射されたときはほぼ液状であるか、あるいは融解している。上記
クリア相変化インクは、媒体に噴射するための固体インクを融解するために、約１００℃
から１４０℃に加熱されてもよい。
【００２１】
　拡散器４０の通過に続いて、印刷された媒体は、上記システム（片面印刷）から除去す
るためのローラに巻きつけられてもよく、あるいは、ウェブインバータ８４へと方向づけ
られてもよい。上記ウェブインバータは、印字ヘッド、中間加熱器、拡散器、および、被
覆部によって第２通路用のローラのもう１つの部分に反転および置換するためのものであ
る。両面印刷物は次に、巻き戻しユニット９０によって上記システムから除去するための
ローラに巻きつけられてもよい。あるいは、上記媒体は、上記媒体または同様のものを切
断し、縛り、照合し、および／または、綴じるといったタスクを実行する他の処理部に方
向づけられていてもよい。
【００２２】
　装置５の様々なサブシステム、部品、および、機能の動作および制御は、制御装置５０
を用いて実行される。制御装置５０は、プログラム命令を実行する一般的なまたは特殊化
したプログラマブルプロセッサによって実施されてもよい。プログラムされた機能の実行
に必要な上記命令、および、データは、プロセッサまたは制御装置に用いられるメモリに
格納されてもよい。上記プロセッサ、それらのメモリ、および、インターフェース回路は
、制御装置および／または印刷エンジンを構成し、印字ヘッド位置および上記の補正の要
因を識別するためのプロセスといった機能を実行する。これらの部品は、プリント回路カ
ード上に備えられてもよいし、あるいは、特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）における回路と
して提供されてもよい。上記回路のそれぞれは、個々のプロセッサによって実施されても
よく、あるいは、複数の回路が、同じプロセッサにおいて実施されてもよい。あるいは、
上記回路は、ＶＬＳＩ回路において供給されるディスクリート部品またはディスクリート
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回路によって実施されてもよい。さらに、上記回路は、プロセッサ、ＡＳＩＣ、ディスク
リート部品、または、ＶＬＳＩ回路の組み合わせによって実施されてもよい。制御装置５
０は、媒体ウェブのプロセスを横断する軸に沿って印刷バーおよび印字ヘッドの位置を調
整するために、色ユニット２１Ａ‐２１Ｄの、印刷バー作動装置および印字ヘッド作動装
置に効果的に結合されていてもよい。
【００２３】
　画像処理システム５はまた、印刷されたウェブの画像を処理するために上記したものと
同様の方法で構成された光学画像処理システム５４を含んでいてもよい。上記光学画像処
理システムは、例えば、印字ヘッドアセンブリのインクジェットによって受像部材に噴射
されるインク滴の存在、強度、および／または、位置を検出するように構成されている。
上記画像処理システムの光源は、単一の発光ダイオード（ＬＥＤ）であってもよく、上記
ダイオードは、光導体に結合され、上記光導体は、ＬＥＤによって発光する光を、画像基
板の方へ光を方向づける光導体の１つまたは複数の開口部に、搬送するものである。一実
施形態では、光導体を介して光を方向づけ、画像基板の方へ方向づけられる時に単一の光
が輝くように、３つのＬＥＤ、すなわち、緑の光を発生させるものと、赤い光を発生させ
るものと、青い光を発生させるものとが、選択的に活性化される。もう１つの実施形態で
は、光源は、線状配列に配置された複数のＬＥＤである。本実施形態のＬＥＤは、画像基
板の方へ光を方向づける。本実施形態の光源は、赤、緑、および青という色のそれぞれに
対して１つの３つの線状配列を含んでいてもよい。あるいは、全てのＬＥＤは、３つの色
の繰り返し順序で単一の線状配列に配置されていてもよい。光源のＬＥＤは、画像を照射
するためのＬＥＤを活性化するために、制御装置５０または他の制御回路に結合されてい
てもよい。
【００２４】
　光学センサ５４の光検出器によって、反射光が測定される。上記光センサは、一実施形
態では、電荷結合素子（ＣＣＤ）といった感光装置の線状配列である。上記感光装置は、
それによって受け取られた光の強度または量に応じた電気信号を発生させる。線状配列は
、ほぼ受像部材の幅全体に伸びている。あるいは、より短い線状配列が、画像基板を横断
して移動するように構成されていてもよい。例えば、上記線状配列は、受像部材を横断し
て移動する可動台車に取り付けられてもよい。光センサを移動させるための他の装置が用
いられてもよい。
【００２５】
　図１に関して、１つの画素用の第１色値を上記画素用の第１色値、第２色値、第３色値
、および、第４色値に変換するためのプロセス１００を図１に示す。このプロセスは、こ
れらの色値を発生させるために実行され、これらの色値は、１つの画素に対する色と、割
り当てられた色を生成するための様々な色のついたインクの量を割り当てる、もう１つの
知られているプロセスによって用いられる。この割り当てプロセス用の色値を発生させる
ためのプロセスが、もう１つのコンピュータによってプリンタからオフラインで実行され
てもよいが、プリンタ内のメモリに格納されたプログラム命令を実行する１つまたは複数
のプロセッサによって実施されてもよい。本明細書において用いられる「第１色」とは、
印刷された画像において１つの画素を形成するために用いられる個々の色のことである。
以下に示す実施形態では、画素用の第１色は、シアン、マゼンタ、イエロー、および、黒
である。これらの色は、通常、各文字が第１色のうちの１つをそれぞれ表す文字ＣＭＹＫ
によって識別されている。さらに、本明細書において用いられる「黒ではないインク」ま
たは「黒ではない色」は、第２色を発生させるために用いられる、インクまたはＣＭＹデ
ータ値のことである。さらに、本明細書において用いられる「黒に基づいて」は、インク
受け取り面において黒インクと組み合わされる、黒ではないインクのことである。
【００２６】
　プロセス１００は、１つの画素用に印刷される各第１色の色値をメモリから受信するこ
とによって始まる（ブロック１０４）。上記メモリは、プリンタの制御装置に効果的に接
続された上記したメモリのうちの１つであってもよい。あるいは、１つの画素用の第１色
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の色値は、印刷される画像用の色分解を発生させたスキャナまたはアプリケーションプロ
グラム、から受信されていてもよい。上記プロセスは、続いて、上記画素用に排出される
インクの総量を識別する（ブロック１０８）。上記インクの総量は、上記画素用の各色の
データ値の合計に相当する。この全ての値は、単一の第１色の最も大きい可能なデータ値
に相当する閾値と比較される（ブロック１１２）。４つの色を有し、その中の１つが黒で
ある一実施形態では、上記閾値は、第１色の最も大きい可能なデータ空間の３倍の値であ
る。一実施形態では、各第１色の最も大きい可能なデータ空間は、８ビット値であり、上
記最も大きい可能なデータ空間は２５５である。従って、本実施形態における画素用のイ
ンクの総量は、３×２５５＝７６５と比較される。色データ値の合計がこの閾値と同じま
たは上記閾値よりも大きい場合、上記画素用の出力は、第４色および第３色のみから成る
。第４色である、第３色と黒色との量が計算され（ブロック１１６）、上記量は、上記の
実施形態では７６５である閾値を越える合計の量である。次に、残りの第１色と閾値の空
間における残りの空間とを用いて、第３色を識別する。上記残りの空間は、上記の実施形
態では２５５である単一の色の最も大きい可能なデータ値から、第４色の量を引いた差で
あり、残りの第１色は、元の各第１色値と第４色の量との差である。各色は、上記残りの
空間から引かれ、上記色分解を含んでいない第３色を決定する。上記プロセスは、続いて
、もう１つの画素を処理できるかどうかを決定する（ブロック１２０）。もう１つの画素
を処理できる場合、上記プロセスは、次の画素の間続く（ブロック１０４）。そうでなけ
れば、上記プロセスは終了する（ブロック１２２）。
【００２７】
　全ての色データの量が閾値よりも大きくない場合、上記色データの量は、単一の色値の
最も大きい可能なデータ空間と比較される（ブロック１２４）。上記実施形態では、この
閾値は２５５である。上記画素用の色の総量がこの閾値未満である場合、上記画素用の各
色のデータ値は、単に残され、第２色、第３色、または、第４色は発生しない（ブロック
１２８）。上記プロセスは、続いて、もう１つの画素を処理できるかどうかを決定する（
ブロック１２０）。もう１つの画素を処理できる場合、上記プロセスは次の画素の間続く
（ブロック１０４）。そうでなければ、上記プロセスは、終了する（ブロック１２２）。
【００２８】
　上記色データの量が、単一の色値の最も大きい可能なデータ空間と同じまたはそれより
も大きい場合、次に、組み合わせた色が必要である。組み合わせた色の識別を開始するた
めに、第１色と黒との重複が計算される（ブロック１３２）。上記第１色の重複は、黒に
割り当てられない単一の色の最も大きい可能なデータ空間の量によって計算される。上記
の実施形態では、この値は、２５５から黒色値を引いたものである。次に、上記の得られ
る値を各黒ではない色値から引き、第１色と黒との間の無理な重複の量を識別する。各黒
ではない色の無理な重複の量は、他の黒ではない色の無理な重複の量と合計され、黒に基
づいて配置される黒ではない色の量を識別する。上記黒ではない色の無理な重複の量は、
黒ではない色の元のデータ値から引かれ、第２色および第３色に用いられる黒ではない色
の量を識別する（ブロック１３６）。この黒ではない色の量は、黒に基づいて配置される
黒ではないインクの量をさらに識別するために、可変閾値と比較されてもよい（ブロック
１４０）。第２色および第３色に用いられる上記黒ではない色の量が、上記可変閾値より
も大きい場合、次に、各黒ではない色値はさらに調整される。上記の実施形態では、黒で
はない色値は、第２色および第３色に用いられる黒ではない色の量から、可変閾値よりも
大きい第２色および第３色に用いられる黒ではない色の量を引くことによって、調整され
る（ブロック１４２）。上記可変閾値は、発生する画像用の画質モードに関連して設定さ
れてもよい。場合によっては、画質モードが高いと、黒に基づく色の量は低く、第３色は
黒に基づいて印刷されない。画質モードが低い場合、より多くの黒に基づいた他の色が出
力画像を十分に暗くするために必要であり、従って、より多くの他の黒ではない色が黒に
基づいて配置される。
【００２９】
　黒に基づいて配置される黒ではない色の量、および、第２色および第３色に用いられる
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黒ではない色の量が識別された後、上記プロセスは、第２色および第３色に用いられる黒
ではない色値がどの程度第２色に用いられてもよいかを決定する（ブロック１４４）。第
２色値が識別されると、上記プロセスは、黒に基づいた黒ではない色の量を合計し、それ
らを黒色の総量と比較する（ブロック１４８）。黒に基づいた黒ではない色の量が黒色の
総量未満であれば、黒ではない色の識別された量が設定され、上記プロセスは、続いて、
以下に記載する黒ではない第２色の量を決定し、続いて、もう１つの画素を処理できるか
どうかを決定する（ブロック１２０）。もう１つの画素を処理できる場合、上記プロセス
は、次の画素の間続く（ブロック１０４）。そうでなければ、上記プロセスは終了する（
ブロック１２２）。黒に基づいた黒ではない色の量が、黒色の総量と同じまたはそれより
も大きい場合、上記プロセスは、黒に基づいて配置される第２色の量を識別する（ブロッ
ク１５６）。黒に基づいて配置された第２色の量を決定するための方法は、以下に記載す
る、黒に基づいて配置されない第２色を決定するための方法と同じである。上記プロセス
は、続いてもう１つの画素を処理できるかどうかを決定する（ブロック１２０）。もう１
つの画素を処理できる場合、上記プロセスは、次の画素の間続く（ブロック１０４）。そ
うでなければ、上記プロセスは終了する（ブロック１２２）。
【００３０】
　上記第２色の量は、残りの黒ではない色値から決定される。各黒ではない色の残りの値
は、黒に基づいた上記黒ではない色の量および第３色の量によって元の黒ではない色値を
下げることによって決定される。上記残りの空間は、第３色の量を差し引いた黒ではない
空間である。すでに算出したように、任意の一対の黒ではない色値の残りの値の合計が残
りの空間よりも大きい量は、一対の色の組み合わせから形成された第２色に変換される。
この変換は、各一対の黒ではない色に関してなされる。上記残りの空間は、これらの第２
色の量によって低減され、各黒ではない色の残りの値は、この黒ではない色によって形成
された各第２色に与えられたこの黒ではない色の量によって低減される。黒ではない色の
任意の残りの値は、以下のように割り当てられる。他の第２色の量は、第１色の残りの値
が残りの空間より大きい量である。これらの値を、黒ではない色から決定された値に比例
して、１つの方法において割り当てることができる。第２の方法では、これらの値は、第
２色の優先順位、または、第２色の２つの黒ではない色の組み合わせに関連して割り当て
られる。第１の方法の一例は、第２色を形成する黒ではない色の最小値と、残りの空間と
この第２色を形成しない黒ではない色との差との積から、各第２色の割合を作り出す。各
第２色は、この積に比例して割り当てられる。上記第２方法は、第２色を順位付けし、で
きるだけ多くの最も高く順位付けする第２色を割り当てる。割り当てられた第２色の量は
、第２色を形成する黒ではない色のより小さい値、または、必要とされる他の第２色の量
によって決定される。上記最も高く順位付けする第２色の値は、各第１色および必要とさ
れる他の第２色から引かれ、次に、次の順位付けする第２色の値は、同様に識別される。
このプロセスは、必要とされる第２色の全てが発生し、または、第１色値が残存しなくな
るまで続く。一実施形態は、例えば、第１方法によって半分、および、第２方法によって
第２色の残りといった割合を割り当てることにより、これらの２つの方法を組み合わせて
もよい。
【００３１】
　上記したように、図１のプロセスによって発生した色値は、色分解をレンダリングする
もう１つのプロセスによって用いられる。レンダリングは、印刷される各画素に対する色
と、割り当てられた色を生成するための異なる色のついた各インクの量とを、割り当てる
ことを含む。レンダリングは、よく知られているような確率的ハーフトーンスクリーンを
用いて実施されてもよい。レンダリングの知られている１つの方法は、最も暗い色値を閾
値と比較する閾値プロセスを用いる。上記色値が閾値と同じまたはそれよりも大きい場合
、上記画素に最も暗い色値の色が割り当てられる。上記値が閾値よりも大きくなければ、
次の最も暗い色が最も暗い色値に加えられ、再び閾値との比較がなされる。上記合計が閾
値と同じまたはそれよりも大きい場合、画素に最後に加えられた色値の色が割り当てられ
る。上記合計が閾値よりも大きくない場合、次の最も暗い色が合計に加えられ、新しい合
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られる色値に相当する色が画素に割り当てられるまで続く。上記合計が閾値よりも大きく
ない場合、画素が印刷されないことを意味する白色が画素に割り当てられる。
【００３２】
　図１のプロセスによって発生した色値を用いて色分解をレンダリングする間、演色を行
う前に他の調整がなされてもよい。このような１つの調整は、上記した個々の黒ではない
色の無理な重複値を算出する前の重複範囲の変更である。この調整は、２つの第１色が重
複せず使用可能な空間を完全に充填する状況を回避することによって、色と色との調整エ
ラーの存在下で色の安定性を改善する。選択された重複パラメータは、２つの選択された
第１色のうちの１つが、選択された重複パラメータ未満であるか、あるいは、単一の色の
データ空間と２つの選択された第１色値のうちの１つとの差が、選択された重複パラメー
タ未満であるということに応じて、変更される。これらの値の重複パラメータとの比較に
よって、どこで色重複が始まり、上記の無理な重複の算出に用いられる色重複を越える量
がどこで始まるのかが決定される。重複パラメータに相当する開始位置の各側面のデータ
空間およびデータ空間の長さにおいて色重複開始位置によって規定されたこの範囲が、重
複変更範囲である。任意の算出における重複パラメータ値は、以下の、重複パラメータと
、選択された第１色値のうちのいずれかと、単一の色値のデータ空間から選択された第１
色値のうちの１つまたは複数を引いたものとの最小値に低減されてもよい。２つの選択さ
れた第１色の合計が重複変更範囲内にある場合、変更された重複パラメータを、２つの選
択された第１色の合計から単一の色値のデータ空間を引いたものに加えることによって、
重複値が算出される。次に、２つの選択された第１色が黒および黒ではない色のうちの１
つである場合、その算出された重複値の半分が、黒ではない色重複として用いられる。選
択された第１色値の両方が黒ではない場合、その算出された重複値の半分が、２つの選択
された第１色によって形成された第２色の第２色重複として用いられる。算出された重複
値の半分以外の重複値が用いられてもよいが、算出された重複の値の半分は算出を簡略化
する。
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